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研究成果の概要（和文）：本研究は，きょうだいのみならず，家族の他の成員の戦略的相互依存関係を理論的に明らか
にし，実証分析への展開と社会保障政策や家族政策への応用のための理論な基盤を確立することを目的としていた．
　「未婚女子と予備的貯蓄の関係」について研究を行い，査読付き英文雑誌に論文What motivates single women to s
ave? the case of Japanを掲載した．また，家族間の戦略的相互依存と介護について研究を行い，論文「家族介護は介
護者の健康を悪化させるのか？」を『季刊個人金融』に掲載した．

研究成果の概要（英文）：This research project aims to clarify theoretically the strategical interactions 
among family members and to establish a basis for developments to empirical analyses and applications to 
the social security and family policy.
 (1) I conducted an analysis on the relation between single women and precautionary savings, and the 
paper titled “What motivates single women to save? the case of Japan” was published in a peer reviewed 
English journal. (2) I conducted an analysis on familial strategic behaviors and long-term care, which 
was published in Quarterly of Personal Finance.

研究分野： Economics

キーワード： きょうだい　家族　貯蓄　社会保障

  ２版
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１．研究開始当初の背景 
 
申請者は最近，日本の子の居住地決定や親と
の同居決定が，きょうだい間の戦略的相互依
存によって決定されていることを見いだし
た． 
 上記の具体的な目的の１に関して，申請者
は論文（Kureishi and Wakabayashi (Jap 
World Econ, 2010)）で，複数のきょうだいに
よる居住地決定を逐次手番のゲームでモデ
ル化した．つまり，第一子と第二子は，親か
ら子育て支援を得るため，次の三段階のゲー
ムを行う：第１ステージと第 2 ステージで第
一子と第二子が逐次的に居住地を決め，最後
の第 3ステージで親が第一子と第二子に子育
て援助を行う．バックワード・インダクショ
ンによりサブゲーム完全均衡を求めると，第
一子は親と同居するか親の近くに住み，第二
子は親から遠くにすむことがわかった．この
結果は，日本のマイクロデータである「家族
に関する全国調査（1998，2003）」を用いた
推定によって支持されている． 
 この研究は，すでに，ヨーロッパの介護に
関するポリシーペーパーや日本における親
から子への世代間移転に関するサーベイ論
文で取り上げられるている．また，きょうだ
い間の対立に関しては，Konrad et al (AER, 
2002)がドイツにおける居住地の選択に関し
て逐次手番のゲーム分析を行ったのをはじ
めとして，Chang and Wiseman (South Econ 
J, 2005)が非協力ゲームを用いてふたりのき
ょうだいが親からの金銭的移転をめぐって
競争するモデルを分析するなど，活発に研究
が行われているが，実証分析への展開に関し
ても検討すべきことが多い． 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は，きょうだいのみならず，家族の他
の成員の戦略的相互依存関係を理論的に明
らかにし，実証分析への展開と社会保障政策
や家族政策への応用のための理論な基盤を
確立することが目的である． 
（本研究の具体的な目的） 
１）きょうだいによる家業や家族資産の継承
のモデル化と実証仮説・政策的含意の導出 
２）夫側の祖父母と妻側の祖父母による世代
間移転のモデル化と実証仮説・政策的含意の
導出 
 
近年の少子化，高齢化の急速な進展によって
家族や人口，結婚に関する研究は世界中で盛
んに行われている．家族内の対立に関しても，
本計画で扱うきょうだい間や夫の親と妻の
親の間のみならず，親子間や夫婦間での対立
が数多く研究されている． 
 きょうだい間の対立に関しては，申請者や
申請者の共同研究者が，日本で先駆けてゲー
ム理論を用いてモデル化し理論的に分析を

行った．論文発表前から国内外で研究を展開
してきたため，ヨーロッパの介護に関するポ
リシーペーパーや日本における親から子へ
の世代間移転に関するサーベイ論文で取り
上げられるなど高い評価を得ていると考え
る．また，夫側の祖父母と妻側の祖父母の対
立に関しても，実証的に得られた予備的な結
果はすでに被引用を得るなど注目されてい
る． 
 このように研究が進んでいる家族内の対
立に関する研究であるが，きょうだい間の対
立に関しては実証仮説および政策インプリ
ケーションの導出がなされていなかったり，
夫側の祖父母と妻側の祖父母による対立で
は，理論的な分析がなされていなかったりと，
まだまだ不十分な点が多く残されている．本
研究では，きょうだい間の対立に関して家業
や家族資産の継承争いを取り上げ，実証仮説
および政策インプリケーションの導出に取
り組む．また，夫側の祖父母と妻側の祖父母
の対立に関しては予備的な実証研究が進ん
でおり研究期間内に本計画を達成可能な準
備を整えている． 
 このように本研究計画によって，家族内の
対立に関して，基礎的な理論モデルの構築か
ら実証仮説および政策インプリケーション
の導出までの一貫した研究の基盤を確立で
きると考える． 
 
 
３．研究の方法 
 

本研究計画では， 

１）きょうだいによる家業や家族資産の 

  継承 

２）夫側の祖父母と妻側の祖父母による 

  世代間移転 

の二つの研究を平行して行う． 
 申請者はこれまで複数のきょうだいによ
る居住地決定を逐次手番のゲームでモデル
化したり，「消費生活に関するパネル調査」
を使って夫側の祖父母と妻側の祖父母の対
立を実証的に分析を子なってきた．本研究
では，きょうだいによる家業や家族資産の
継承と夫側の祖父母と妻側の祖父母の対立
とをターゲットにしてそれら行動のパター
ンをゲーム理論的に明らかにし，実証仮説
と社会保障政策や家族政策へのインプリケ
ーションの導出を行う． 
 
 
４．研究成果 
 
「未婚女性と予備的貯蓄の関係」および，「夫
婦の家計管理と家計貯蓄の関係」について研
究を進め，前者に関しては査読付き英文雑誌
に論文What motivates single women to save? 



the case of Japan を掲載した．この論文の
結果は，将来に結婚する見込みが低い独身女
性は，見込みが高い独身女性よりも，予備的
な目的からの貯蓄をより多く保有するとい
う実証仮説を支持するものである．つまり， 
クロスセクション分析において，３年後に結
婚していない独身女性は，３年後に結婚して
いる独身女性と比較して，病気，災害その他
不時の出費に備えるための貯蓄目標額が
58.6 万円高く，特に目的はないが貯蓄をして
いたら安心だからという理由で保有する貯
蓄目標額が 162.4 万円高いことがわかった．
またパネル分析においても，３年後に結婚し
ていない独身女性は，３年後に結婚している
独身女性と比較して，病気，災害その他不時
の出費に備えるための貯蓄目標額が 43.4 万
円高いという結果を得た．これらの結果は，
独身のままでいる不安から独身女性が予備
的貯蓄をより多く保有したいと思っている
と解釈することができるということである． 
 
 

 
 
 また，家族間の戦略的相互依存と介護につ
いて研究を行い，論文「家族介護は介護者の
健康を悪化させるのか？」を『季刊個人金融』
に掲載した．この論文では，介護保険が導入
されて 15 年が経過した今でも家族介護の果
たす役割が大きいことに着目し、家族介護の
負担が介護者の健康に悪影響を与えている
という仮説を検証する。使用するデータは、
「第 1 回くらしと健康の調査（JSTAR）」2）
で、分析手法は配偶者の親の要介護度を操作
変数に用いた操作変数法である。配偶者の親
の要介護度は、その親に対して介護を行うか
どうかに影響するが、介護者の健康には直接
には影響を与えないという事実を利用する
ということである。 
 分析の結果, 家族介護の負担が、主要な家
族介護の担い手である妻に身体的・精神的に
悪影響を与えていることがわかった（表 1）。
妻が配偶者の親へ介護をおこなうと、妻の主
観的健康感が悪くなり、抑うつ度が限界的で
はあるものの高くなるからである。一方、夫
の場合だと、配偶者の親に介護を行なったと
しても、主観的健康感や抑うつ度に影響を及
ぼさない。この結果は、配偶者の親を介護す
る場合、女性のほうが男性よりも介護負担が

健康に悪影響を与えるというものである。 
 

表：義理の親への介護が介護者の健康状態に
与える影響 
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アウトカム変数：

介護しているかどうか 0.709 *** 0.457 2.426 † 0.517
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夫が自営業 0.020 -0.094 -0.916 0.108
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Root MSE 1.024 0.993 6.271 5.565

Total (centered) SS 328.287 631.327 12580.077 19915.815
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